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ウ
ロ
-
|
ウ
ヲ

無
息
人
か
れ
持
・
制
約
・
病
死
・
養
子
に
他
越
候
節
、
人
々
一
で
あ
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
魚
屋
町
の
創
始
は
詳
か

入
門
い
た
し
民
巾
諮
問
飽
人
ぬ
致
案
内
云
々
0
』
と
↑
で
な
い
が
、
之
と
同
時
の
火
災
に
焼
け
た
後
、
一
た

あ
る
。
有
線
人
は
笛
主
と
部
同
居
住
と
に
拘
ら
ず
、
務
一
び
復
興
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
事
保
六
年
に
も
ま

か
ら
知
行
・
扶
持
・
切
米
を
焚
け
る
も
の
L
惣
講
で
あ
一
だ
近
江
町
・
魚
鹿
町
の
雨
市
場
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

る

。

一

久

し

か

ら

ざ

る

後

に

合

併

し

て

近

江

町

の

み

と

な

っ

ウ
ロ
ヨ
バ
シ
鯵
穏
金
棒
玄
都
川
と
倉
用
用
水
一
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
そ
の
後
安
永
七
年
萄
魚
屋
町

と
吻
都
合
に
架
け
た
穏
で
あ
る
。
混
濁
僑
と
も
肱
各
一
の
あ
た
h

り
に
一
舟
び
市
場
が
起
っ
た
が
、
能
〈
永
続
す

し
た
。
之
は
玄
帯
川
の
清
潔
な
る
水
と
、
食
月
用
水
一
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。

の
湖
水
と
が
梼
下
で
務
合
ふ
か
ら
生
じ
た
名
で
、
手
一
ウ
ヲ
ガ
へ
日
魚
鯖
河
北
部
湯
涌
郷
に
臨
す
る

取
川
上
流
の
濁
澄
一
橋
に
倣
う
た
名
で
あ
ら
う
。
一
部
前
一
。

ウ
ロ
コ
マ
チ
鏡
町
金
持
陪
川
荒
町
の
上
で
、
一
ウ
ヲ
ズ

S
Fウ
セ
ン
魚
住
謹
仙
金
棒
の
町
臨

食
用
用
水
の
川
縁
か
ら
百
姓
町
へ
の
往
来
に
あ
る
片
一
者
で
あ
っ
た
が
、
務
用
を
も
勤
め
て
鹿
屋
敷
を
拝
領

原
町
の
町
家
を
呼
ん
だ
が
、
明
治
四
年
四
周
町
名
殴
一
し
た
。
亭
保
八
年
五
周
朔
日
大
型
寺
侯
前
回
利
章
の

草
の
時
よ
h
荒
町
を
も
合
併
し
て
鱗
町
と
都
す
る
こ
一
御
殴
附
に
召
出
さ
れ
て
そ
の
地
に
引
越
し
、
養
子
選

と

に

な

っ

た

。

一

徹

が

跡

屋

般

に

間

住

し

て

療

治

に

従

っ

た

。

ウ
ヱ
キ
バ
ナ
植
本
鼻
刈
パ
キ
鹿
島
榔
能
賢
岳
一
ウ
ヲ
ズ

S
Fウ
テ
ツ
魚
住
鑓
徹
遊
仙
の
子
。

な
る
南
部
訴
の
北
方
に
突
出
し
た
抑
o
一
金
持
に
簡
を
梁
と
し
て
、
元
文
元
年
十
一
周
廿
四
日

ウ
ヱ
ツ
ケ
ケ
ン
プ
ン
植
付
見
分

4
カ
イ
サ
ク
一
夜
し
た
。
次
代
遺
仙
を
綬
て
、
三
代
道
微
は
安
永
九

プ
ギ
ヨ
ウ
カ
イ
ソ

Y

改
作
奉
行
廻
村
o
一
年
御
殴
附
と
し
て
召
出
さ
れ
、
二
十
人
扶
持
を
受
け
、

ウ
ヱ
モ
ノ
カ
タ
プ
ギ
ヨ
ウ
植
物
方
奉
行
大
型
一
天
明
六
年
十
人
扶
持
を
加
へ
、
寛
政
二
年
残
し
た
。

寺
務
に
て
、
林
識
の
疎
衝
を
測
。
舗
航
す
る
こ
と
を
一
子
孫
滋
仙
・
道
徹
・
恭
庵
・
良
意
等
制
織
ぐ
。

韓
・
る
騒
を
航
物
方
奉
行
と
い
う
た
。
松
奉
行
の
綾
務
一
ウ
ヲ
ズ
ξ
ハ
ヤ
ト
魚
住
隼
人
天
正
十
三
年
九

で
、
文
化
七
年
に
始
っ
た
。
↑
用
十
一
日
秀
吉
よ
均
利
家
へ
賜
は
る
醤
中
に
、
『
貴
殿

ウ
ヲ
イ
チ
バ
魚
市
場
金
制
作
の
魚
市
掛
は
、
浅
一
舎
川
町
凶
縦
人
人
道
、
掠
は
魚
住
隼
入
、
此
の
者
共

野
川
口
で
は
初
め
袋
町
に
在
っ
た
の
を
、
後
に
近
江
一
昔
よ
h
存
ず
る
仁
に
候
。
此
の
商
人
末
森
・
諮
問
の

町
に
移
し
、
附
川
方
面
で
は
竪
附
の
入
口
な
る
魚
屋
一
時
金
制
作
城
代
被
也
候
雌
に
、
紳
妙
の
体
聞
及
候
。
老

町
に
在
っ
た
の
を
、
後
に
.
匙
江
町
に
合
併
し
た
。
袋
一
て
の
武
遜
と
感
じ
申
。
』
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。
此

町
の
魚
市
揚
は
最
も
古
〈
、
務
初
以
来
こ
の
地
の
新
一
の
魚
住
の
後
胤
は
明
ら
か
で
な
い
。
元
和
の
士
籍
に

保
屋
次
郎
左
衛
門
が
、
務
侯
所
用
の
魚
介
を
取
扱
つ
一
二
百
石
魚
住
奥
右
衛
門
、
又
は
箪
兵
衛
と
見
え
る
の

た
こ
と
か
ら
起
る
と
い
は
れ
、
前
倒
利
常
の
世
に
は
一
は
族
人
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
る
。

市
場
の
開
設
を
許
さ
れ
た
。
そ
れ
が
-
匙
江
町
に
移
つ
一
ウ
ヲ
ヅ
ウ
マ
マ
ハ
日
魚
・
窓
馬
廻
魚
津
御
馬
廻

た
の
は
、
袋
町
が
北
陸
街
道
に
詰
っ
て
不
艇
が
多
か
一
一
は
越
中
魚
・
律
に
在
住
す
る
御
馬
廻
の
士
で
あ
る
が
、

金
棒
に
移
っ
た
時
、
そ
の
内
定
藤
市
左
衛
門
・
荒
尾

卒
左
衛
門
・
馬
場
嘉
左
衛
門
は
魚
津
に
移
っ
た
と
あ

る
。
後
世
は
七
人
で
あ
っ
た
。

ウ
ヲ
ヅ
ザ
イ
ジ
ユ
ウ
魚
津
在
住
寛
永
四
年
大

脅
主
席
好
次
初
め
て
新
川
部
魚
・
津
に
在
住
を
命
ぜ
ら

れ
、
魚
津
町
及
び
御
郡
の
事
を
支
配
し
た
。
十
三
年

好
次
死
し
て
子
主
馬
好
政
之
に
代
h
、
十
五
年
金
揮

に
錨
h
、
十
七
年
本
保
嘉
右
衛
門
命
ぜ
ら
れ
て
町
奉

行
余
郡
代
と
な
る
。
或
は
郡
代
乗
町
奉
行
で
あ
っ
た

と
も
い
ふ
。
嘉
右
衛
門
真
治
三
年
御
潟
、
同
年
八

用
十
一
日
仙
石
勝
左
衛
門
政
盛
が
命
ぜ
ら
れ
、
此
の

時
か
ら
魚
津
町
奉
行
は
別
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
後
元
隊

十
年
四
局
十
一
日
永
原
治
兵
衛
政
張
の
命
ぜ
ら
れ
た

の
は
頭
分
か
ら
勤
め
た
初
で
、
御
役
料
二
百
石
を
賜

ひ
、
奥
カ
五
人
、
足
極
四
十
五
人
御
預
け
、
内
手
替

五
人
と
小
者
五
人
は
自
分
に
下
さ
れ
た
。
こ
れ
後
悦

の
格
で
あ
句
、
延
事
三
年
正
用
松
平
大
勝
康
梼
が
任

ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
人
持
・
頭
分
入
交
h
勤
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
但
し
人
持
に
は
御
役
料
漣
び
に
足
瞳
等

を
奥
へ
ら
れ
ぬ
。

ウ
ヲ
ヅ
ジ
ヨ
ウ
魚
津
披
越
中
新
川
郡
に
あ
っ

た
。
古
〈
小
・
諒
の
容
を
も
用
ひ
、
そ
の
魚
・
樟
に
一
定

し
た
の
は
、
明
暦
中
前
田
利
常
の
命
に
よ
る
と
書
は

れ
る
。
こ
の
城
は
建
武
中
、
宮
方
に
臆
し
た
椴
名
孫

八
入
道
の
初
め
て
築
い
た
腕
で
あ
る
と
儒
へ
ら
れ
、

天

E
六
年
以
降
上
修
崇
勝
の
有
に
顕
し
た
が
、
十
年

織
田
信
長
の
締
柴
出
勝
家
の
震
に
陥
れ
ら
れ
、
次
い

で
佐
々
成
政
の
鵠
る
腕
と
な
っ
た
。
十
五
年
成
政
胞

後
に
移
さ
れ
、
新
川
郡
は
前
田
利
家
が
盟
臣
秀
吉
の

命
に
よ
め
治
す
る
厨
と
な
っ
た
の
で
、
青
山
佐
渡
守

音
衣
・
積
極
奥
三
右
衛
門
を
置
い
て
守
ら
せ
、
慶
長

十
五
年
=
一
周
富
山
城
櫨
災
の
後
に
は
、
利
長
移
っ
て

!
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六

移
る
や
、
吉
次
再
び
之
を
守
h
、
十
七
年
寄
次
残
し

て
子
験
後
長
次
之
に
代
内
、
長
次
は
一
元
和
元
年
に
逝

い
て
子
館
後
正
次
城
代
と
な
っ
た
が
、
後
魚
・
時
開
城
を

援
し
、
正
次
を
金
稼
に
邸
ら
し
め
た
o
護
し
正
次
の

死
は
元
利
七
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
綾
城
は
元
和
元

年
よ
h
七
年
に
至
る
聞
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ヲ
ヅ
マ
チ
プ
ギ
ヨ
ウ
魚
津
町
奉
行
寛
永
十

七
年
本
保
嘉
右
衛
門
に
命
ぜ
ら
れ
た
を
初
と
し
、
郡

代
を
粂
ね
て
ゐ
た
。
次
い
で
高
治
三
年
町
奉
行
事
務

と
し
て
悶
悶
十
右
衛
門
、
寛
文
四
年
近
藤
新
左
衛
門

が
命
ぜ
ら
れ
、
同
八
年
松
崎
十
右
衛
門
近
藤
に
代

h
、
十
年
附
旧
の
御
先
手
顕
と
な
る
ま
で
雨
入
役
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
金
〈
一
人
役
と
な
っ
た
。

ウ
ヲ
ト
ヒ
ヤ
魚
問
屋
金
持
で
は
務
政
中
近
海

宮
腰
を
初
め
、
上
ロ
は
本
音
・
相
例
・
安
宅
、
下
ロ
は

大
野
・
柴
附
・
税
布
・
荒
屋
・
高
松
及
び
能
管
の
七
尾
・

輪
島
等
浦
々
、
越
中
の
氷
見
・
政
生
津
・
砦
翻
・
魚
律

か
ら
日
々
溜
迭
す
る
魚
劫
を
問
屋
で
引
受
け
、
城
下

の
魚
商
人
に
引
渡
し
た
。
魚
商
人
の
金
主
と
な
る
も

の
を
荷
宿
と
い
っ
て
、
笛
裕
の
町
人
政
省
之
に
詰
っ

て
ゐ
た
。

ウ
ヲ
ド
メ
ダ
キ
魚
留
溜
石
川
郡
曲
の
地
内
で
、

浅
野
川
の
上
流
に
在
る
。
溺
の
商
さ
一
一
米
。

ウ
ヲ
ノ
ジ
魚
ノ
地
臥
豆
郡
山
凶
郷
に
臨
す
る

邸
務
。
明
治
八
年
十
周
に
京
均
、
宮
，
谷
と
合
併
し

て
宮
地
と
改
稿
し
た
。

ウ
ヲ
ヤ
マ
チ
魚
屋
町
金
滞
の
笛
町
名
。
片
町

か
ら
竪
町
へ
入
る
四
辻
よ
旬
、
河
原
町
入
口
ま
で
を

稽
し
た
も
の
で
、
初
め
此
の
地
に
魚
市
場
を
建
て
た

た
め
の
名
穏
で
あ
っ
た
が
、
亭
保
の
末
頃
市
場
を
厳

し
、
河
原
町
の
内
に
臨
し
て
魚
屋
町
の
名
が
絶
え

た
。
文
政
四
年
以
後
ま
た
翁
樽
町
と
名
付
け
た
が
司


